
Ⅱ　第７次調査の概要

１．後円部頂の調査〈第６・７次〉

（１）埴輪列

第７次調査では、第５次調査で確認していた後円部頂外周埴輪列について、掘り方の精査と取り上げをお

こなった。埴輪列を構成する円筒埴輪の底部、計５６個体を原位置で確認した（図２・図１２）。これらは直

径約２０ｍの円を描いて後円部頂を全周していた。復元すると１５０本程度の埴輪を樹立していたとみられる。

埴輪列は溝状の掘り方を伴っているが、埴輪と埴輪の間の掘り方がくびれる形状を呈すること、１段深い掘

り方をもつ埴輪があることからすると、埴輪ごとに坑を掘り、結果的に溝状になった可能性もある。掘り方

の幅は検出面で４０～６０cmをはかる。深さは復元すると３０cm以上あったと考えられ、底には数cmから数

十cmの置き土を施していた。口縁の高さをそろえるためと考えられる。また、前方部頂へ続くスロープの埴

輪列では、掘り方の底が外周埴輪列よりも１段深くなっており、続けて掘削されたのではないことを確認し

た。埋土に前後関係がみられないことから、埴輪の樹立はほぼ同時と考えられる。

埴輪列中の埴輪３個体の内部から、土師器を検出した。破損はしているが完形に近く、埴輪の底部とほぼ

同じレベルで出土したことから、何らかの意図をもって入れられたものと考えられる。 （東方）

（２）墓　壙

第７次調査における墓壙の調査は、墳丘主軸に直交する南北第１サブトレンチから西へ４ｍの位置に新た

に設定した南北第２サブトレンチにおいておこなった（図２）。墓壙の平面形や規模などは、すでに第５・

６次調査でおおよそを確認していたが、今回さらに新たな知見を得ることができた。第６次調査の所見では、

墓壙の平面形はほぼ正方形ながら南西隅がやや内側に入り込む不整形を呈するとしていたが、南北第２サブ

トレンチ東壁の土層観察および墳頂

面の平面的精査の結果、南西側が約

１．５ｍ外側に広がることが判明し、

南北約１２ｍ、東西約１１ｍをはかる、

ほぼ隅丸方形を呈する墓壙であるこ

とを確認した。

墓壙は、南北第１サブトレンチで

は上部が緩やかな２段状になること

を確認していたが、南北第２サブト

レンチでは上部に段をもたないこと

が判明し、墓壙の一部においてのみ

上部にテラス状の段が存在する可能

性が高まった。 （中條・岩本）

（３）盗掘坑

埋葬施設まで達している盗掘坑を

３箇所で確認した。いずれも竪穴式

石室に対するもので、南側壁の東小

口よりと中央付近にそれぞれ１箇所、東小口に１箇所である（図２）。そのうち南側壁の中央付近のものは、

盗掘時に取り外した石室構築石材を投棄することによって埋め戻していた。それらの石材を除去したところ、

石室内部の空間へ達する侵入口が露出し、以後この侵入口を利用して石室の調査をおこなった。盗掘坑埋土

からは玉類のほか、石製品や鉄製品の小片など、石室内におさめられていたと考えられる副葬品の一部が出

土している。盗掘坑が掘削された時期は、３箇所とも特定できない。 （阪口）

（４）竪穴式石室

竪穴式石室は後円部頂の中央やや北よりに、墳丘主軸に平行して東西方向に構築されている。墓壙内で

もやや北よりに位置し、南側には平行して粘土槨が存在する（図２）。内法で長さ約４．５ｍ、東小口幅１．２

ｍ、西小口幅０．８ｍという暫定的な数値を、レーザーを使用した３次元計測によって得ている。石室内部

に土砂が堆積しているため内法の高さは明確にできないが、現状の堆積土砂上面から天井石までの高さは

８０～９０cm程度をはかる。石室全体として東側小口を高く構築しており、埋葬頭位は東の可能性が高い。

天井石は石室内部から観察できるもので８枚を数え、すべて砂岩製である。下面と側面にはほぼ全面に

赤色顔料を塗布している。遺存状況のよい小口部分の壁体をみると、様々な大きさや形態の割石を最上段

までほぼ直立するように積み上げており、四隅は最上段まで明瞭に角を保つ（表紙）。これらの構築石材

には砂岩製が圧倒的に多いが、チャート製も数点存在し、赤色顔料の付着しているものもある。

南北第２サブトレンチでは、現地表下約１．４ｍで被覆粘土上面の一部を確認した。被覆粘土の西端は確

認していないが、南北第２サブトレンチ内におさまるものと推定している。また、物理探査のデータから

副室が存在する可能性が指摘されていたが、その存否を確定するにはいたらなかった。 （阪口・中條）

（５）粘土槨

第６次調査で竪穴式石室の被覆粘土と解釈していた粘土層の一部が、第７次調査の結果、粘土槨であるこ

とが判明した。粘土槨は墳丘主軸よりわずかに南の位置で、竪穴式石室に平行するように構築されている。

ただし、竪穴式石室よりも粘土槨の標高がやや高くなっている（図３）。また粘土槨の中央部では、槨内施

設の腐朽にともなう被覆粘土層の落ち込みを確認できる。なお、粘土槨内部の調査をおこなっていないため、

これが埋葬施設であるのか、埋納施設であるのかは判断できない。

粘土槨と石室の前後関係については、石室壁体の構築がほぼ終了した段階で粘土槨の構築が開始されてい

ることがわかる。ただし、墓壙中心軸をはさんで両施設が位置していることから、当初より粘土槨を築造す

る計画であったことが窺える。また、粘土槨の下層粘土と石室の控え積みの上に砂質土と被覆粘土が敷かれ

ていることから、築造開始時期が異なるにも関わらず、２つの施設への被覆はほぼ同時におこなわれたよう

である（図３）。そして両施設への被覆終了後、墓壙が埋められたと考えられる。 （林）
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図３　墓壙・埋葬施設断面模式図（S : 1/80, 南北第１サブトレンチ東壁）

図２　後円部頂平面図（S : 1/300）


